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令和４年度 ACTR 

分類 

番号 
A16 取組 

名称 

北山杉・京銘竹等の京木竹材の標準化（規格化）―伝統工芸技術継承を含めた

科学によるトップブランド化－ 

研究代表者所属・職名： 生命環境科学研究科・教授      氏名： 古田 裕三 

研究担当者： 

【京都府立大学】：古田裕三、【外部分担者】三重大学：渕上佑樹氏、【外部研究協力団体】京都市都市計画局

都市景観部風致保全課：渡邊大郎氏、京都府農林水産部林務課、京都市産業観光局農林振興室林業振興課、

京都木材協同組合：谷口吉昭氏・浅岡秀哉氏、京都府産木材利用拡大協議会：堀井誠司氏、NPO 法人京都発・

竹・流域環境ネット：吉田博次氏、（株）アドプランツコーポレーション：増永滋生氏、他 

主な連携機関（所在市町村、機関（部署）名） 

京都市都市計画局都市景観部風致保全課、京都府農林水産部林務課、京都市産業観光局農林振興室林業

振興課、京都木材協同組合、京都市域産材供給協会、京都府森林組合連合会、京都府木材組合連合会、

京都府産木材利用拡大協議会、NPO法人京都発・竹・流域環境ネット、他 

【研究活動の要約】 

本研究は３年計画の２年目である。北山杉などに代表される京都の木材と、京銘竹などに代表される

京都の竹を、伝統工芸的要素を継承しつつ科学的な知見も加えることによって現代のニーズに見合った

製品をトップブランド化するためのシステム作りについて様々な調査・検討を行った。その結果、木材、

竹材のいずれについても、京都府下の産地による分類よりも、製品や製品ジャンル毎に標準化（規格化）

を行うニーズが高いことが明らかとなるとともに、一部標準化を行うべき項目（例えば、デザイン性、

科学的優位性、環境的優位性、など）についての抽出も行った。３年目は木材と竹材のそれぞれについ

て、標準化のための準備委員会を作り、製品や製品ジャンルことに標準化を行う項目を選出・検討・決

定しつつ、認証システムなどについても検討し、試行・運用に向けた準備を行う予定である。 

【研究活動の成果】 

木材と竹材のそれぞれについて、標準化（規格化）により、京都独自のトップブランド化を行うこと

を目的として、様々な調査・検討を行った。得られた主要な成果は以下の通りであった。 

【木材】：参考に示す図のような「京都の木」ブランド化規格を作成した。そして、本年度、委員会を

作成して標準化システムを作成し、木製品の意匠性、機能性、先進性などを差別化することによってブ

ランド化する予定である。 

【竹材】：次年度、参考に示す図のような放置竹林の竹を利用した製品等について、環境都市・京都を

切り口に標準化しブランド化することをまず優先する予定となった。本年度、委員会を作成し、図中に

示された内容について委員会等にて精査し、確定して制度化する予定である。 

【研究成果の還元】 

R4.5.25 京都木材協同組合総会 関係者等約 60名「総会」 

（テーマ：「京都の木」ブランド化企画 ～木材業界活性化の道～） 

R5.2.8  京都木材協同組合研修事業 関係者等約 80名「見学会・基調講演・パネルディスカッション」 

（テーマ：「木にもあるはず 新しい価値観」 ～目線を変えてみる そこで見えてくるもの～） 

見学会：京都アンプリチュード ショールーム（今年度新規オープンショールーム） 

基調講演＋パネルディスカッション：京都経済センター 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 生物材料物性学研究室 教授 古田 裕三 

Tel: 075-703-5637   E-mail: furuta@kpu.ac.jp 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

①「京都の木」ブランド化企画の認証システム等の概要 

 
 

②放置竹林から伐採した竹のブランド化（標準化）の概要 

 

 

 


